






目的 

未熟児の動脈管開存症の薬理学的閉鎖を目的として従来主として用いられてきたインドメ

サシンは,重篤な副作用として腎機能抑制作用があり使用に際して厳重な注意が必要であ

る。スリンダクは腎機能障害が非常に少なく動物実験で強力な動脈管収縮作用が認められ

るため,腎機能の未熟な未熟児に用いるのに最も適する薬剤と考えられたので,臨床的使用

を試みた。 


